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2025 年度 FD 研修会報告 

2025 年度の FD 研修会は、「学修者本位の教

育の実現に向けて」というテーマで開催されました。

学修者本位の教育を実現するためには、大学レベ

ル・カリキュラムレベル・科目レベルでの取り組みが必

要となります。 

本研修では、学部長講話「本学における 2025

年度の教学面の質向上の取り組みの概要につい

て」で大学レベル・カリキュラムレベルの取り組みについ

て共有しました。その後、科目レベルの取り組みにつ

いて検討するために学科を横断したグループで意見

交換を行いました。また全体会で結果を共有する際

には、生成 AI（Notebook LM）を活用しました。 

１．研修会の概要 

・日時：2026 年 3 月 6 日（金）9:30～

12:15 

・テーマ：学習者本位の教育の実現に向けて 

・参加者：教職員 87 名 

２．学部長講話の概要  

（１）学修者本位の教育が求められる背景 

大学進学率が 50%を超える「ユニバーサル・アク

セス型」の段階に入り、学修者の背景や目的が多様

化しています。従来の教員が専門性を一方的に教

える「教員本位（何を教えたか）」の教育では、現

代の多様なニーズや急激な社会変化に対応しきれ

なくなっています。そのため、学生が「何を学び、身に

付けることができたのか」というアウトカム（学修成

果）を重視する「学修者本位」への転換が求められ

ています。 

学修者本位の教育は、単に学生が自由に学ぶこ

とではなく、一人ひとりの学生が自らの学修成果を

自覚し、エビデンス（根拠）と共に説明できること

を目指します。予測困難な時代において、身に付け

た知識や技能を活用し、自律的に責任ある行動を

とれる人材を養成するため、学生自身が「今どこを学

んでいて、どこに向かっているのか」という学習の意味

を理解している必要があります。 

（２）本学における学修成果可視化の取り組み 

目標の提示: 3 ポリシー（ディプロマ・ポリシー

等）の明確化や、カリキュラムツリー・マップの作

成により、学習の全体像と科目間の関連性を

示しています。 

学修成果の可視化: 学生カルテの導入による

GPA の推移把握、DP（ディプロマ・ポリシー）
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到達度の評価、および汎用的技能を測定する

「GPS-Academic」を実施しています。 

学修ポートフォリオ: 事務システムの再構築にあ

わせて、各種アセスメントの結果を学修ポートフ

ォリオとしてまとめ、学生が自分の学修成果を確

認できるようにする予定です。 

（３）全国学生調査の結果から 

2024年度卒業生、現４年生・３年生の全国

学生調査の回答の分析からは、「大学の学びによっ

て成長を実感している」と関係する項目の1位、2位

は「教職員が熱心に教育に取り組んでいる」「卒業

時までに身に付けるべき知識や能力を意識して学

修している」でした。また、総合GPAや総単位数は

成長の実感と関連がないことも示されました。 

 

３．グループワーク及びの概要 

本研修申込時に実施した希望調査に基づき、３

つのテーマ（①何が学生の成長を促進するのか、②

何が学生の成長の実感を妨げているのか、③DP を

どのように理解しているか）に分かれ４～５人毎の

グループに分かれ、グループワークを実施しました。 

グループワーク実施後の全体会では、生成 AI

（NotebookLM）を用いた意見共有を試みまし

た。 

 

 

 

 

 

 

①何が学生の成長を促進するのか 

・他者との相互作用と「見守り」の姿勢：「１人１

人に対して『見ているよ』という姿勢で関わる」「『自

分たちの成長』を信じている大人（教職員）がい

ること」 

・目標の可視化と自己評価プロセスの導入：「目

標の設定、現状の見える化」 「自分の学びを評

価する機会を今後増やしていく必要がある」  

・実社会・実体験との結びつき：「リアルな現実社

会、自分自身の生活、認識と学んでいることが結

びついていると実感につながる」  

・学生同士の相互教育： 「教員が教えるだけでな

く、学生同士で教えあう、上級生が伝えるというほ

うが気づきや学びが出てきやすかったりする」  

・努力の評価： 「プロセスも評価に入れた考え」

「評価の在り方→努力に関する評価もあってもい

いのではないか」 

②何が学生の成長の実感を妨げているのか 

・指標（GPA）と実感の乖離：「GPA の数値だけ

では実感は得られない」「GPA が高くても点数が

わからない、振り返りがしづらい、平均がわからない

ときもある、今の自分の位置がわからない」 

・「過保護な環境」と自律性の喪失：「丁寧にしす

ぎているかも」 「厳しい中でやり遂げたということが

『実感』になるのでは。そう思いつつもパワハラと捉

えられることへの恐れもある」   

・学生の心理的・社会的特性の変化：自己肯定

感の低さ、コスパ・タイパ重視の姿勢、コロナ禍に

よる経験不足 

・「待つこと」の教育的価値： 「いまは結果をすぐ出

すことが要請される社会『待つこと』の大切さを知っ

てほしい」 
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・他大学との交流：他大学からの「純心生はすご

い」などの感想は純心生へは共有されていないの

ではないか 

③DP をどのように理解しているか 

・実務を通じた DP の「翻訳」と体現：「DP に並ぶ

抽象的な教育目標を、学生が理解しやすい言葉

や具体的な活動へと落とし込む「翻訳者」としての

視点」 「我々の振る舞い自体が、DP で掲げる社

会人基礎力の生きた教材になると考えています」

（職員視点） 

・専門職養成（資格取得）と DP の混同：「学

生の認識として、免許資格取得が目標となってし

まっている」「DP を目標として主体的に学びを積

み重ねられるような在り方を検討する必要がある」 

「資格養成から外れた学生の居場所を考え、その

学生の成長を検討する必要がある」 

・教職員間の共通認識と連携の不足：「教職員の

中でも DP の理解や認識の程度に差がある可能

性がある」「教職員間での共通理解を深める必要

がある」 「学科間で授業内容や教育の特徴につ

いて十分に共有されていない現状がある」 

・「余白」の創出：「既存業務のスリム化・DX化を

推進し、教職員が教育の本質について深く議論

し、学生と向き合うための「時間」を創出することも

職員の重要な使命」 

・入学前教育との連動：「あまりAP（アドミッション・

ポリシー）が考えられていないのではないか、DPま

でどのように導くのか」 

４． 研修会の成果と今後の課題 

  今回の FD 研修では学習者本位の教育をテー

マとし、学部長講話とグループワークで、大学レベ

ル・カリキュラムレベル・科目レベルでの学修者本

位の教育を実現するための取り組みを共有しまし

た。その結果、グループワークでは「何をもって成長

とするのか」という成長への根本的な問いや、失敗

を許容する環境づくり、手厚い支援と自律を促す

厳しさのバランスなど、さまざまな議論がなされまし

た。本研修会の成果として、今後本学で重点的

に議論すべき FD 活動の論点として以下の４点

があげられます。  

① 「厳しさ」と「支援」の再定義：学生の主体性を

引き出すために、教職員はどこまで介入し、どこで

「待つ」べきか 

②資格取得を超えたDPの再構築：免許資格だ

けでなく、本学が掲げる「人間形成」としてのDP

を、どのように全学生に自分事として捉えさせるか 

③教職員が一体となった「DPの翻訳」：職員の窓

口対応や教員の講義が、それぞれDPのどの要素

を育てているのかを言語化し、学生に共通のメッセ

ージを届けるための連携体制 

④評価システムの高度化：GPAだけでなく、多面

的な自己評価・相互評価の仕組み作り。特に

「正課外活動」や「目に見えない成長」をどう可視

化し、自信に繋げるか 

本研修の運営について、アンケートからは半日のプ

ログラムで内容が濃く、効率的であったとの意見を複

数いただきました。また NotebookLM を活用したま

とめは、発表時間の短縮や振り返りのしやすさには有

用でしたが、スプレッドシートへの入力方法や全体で

の共有の仕方には、改善が必要との意見がありまし

た。また議論の時間がもう少しほしかったという意見、

研修での気づきを具体的な改善につなげるため学科

ごとに話し合う時間を設けてほしいといった提案もあり

ました。 

参加者からは、既存業務に追われ「教育の本質

を議論する時間」が不足しているという声もあがって
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います。本研修で得られた成果をどのように実践して

いくのか、という点が今後の重要な課題です。 

（文責 田崎み） 

 

 

2025年度 SD研修会報告 

2025 年度の SD 研修会は、「高校生から選ば

れる大学を目指して～長崎純心大学の収支の健

全化へ向けて～」というテーマで開催されました。事

務局長講話で本学の財務状況と「今どきの高校生」

の動向を把握した上で、学生確保と収支改善に向

けた具体的施策を検討するためのグループワークを

実施しました。 

 

1. 研修会の概要 

・日時：2025 年 8 月 20 日（水）9:30～

12:30 

・テーマ：「高校生から選ばれる大学を目指して 

～長崎純心大学の収支の健全化へ向けて～」 

・参加者：教職員 95 名 

・目的：本学の財務状況と「今どきの高校生」の動

向を正確に把握し、全教職員が危機意識を共

有した上で、学生確保と収支改善に向けた具体

的施策を検討する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 財務状況と課題の共有（講演内容） 

事務局長による講演では、前半で本学および学

園全体の厳しい現状が詳細なデータと共に示され、

後半では学生募集のヒントとなる、データに基づいた

「今どきの高校生」の意識と動向が詳述されました。 

・収支状況：法人全体で赤字が続いており、大学

単体でも 2024 年度は基本金組入前当年度収

支差額が大きなマイナスとなっています。また、中

高部門の赤字幅も大きく、学園全体の経営を圧

迫しています。 

・学生数の推移：長崎県内の 18 歳人口減少に

加え、特に純心高校を含む女子学生の入学者

数が人口減少以上の比率で大幅に減少している

ことが大きな課題として挙げられました。 

・人件費比率：本学の人件費比率は 64.7%

（2024 年度）と、近隣他大学と比較して高い

水準にあります。 

・大学選びの基準の変化：1 位は「学びたい学科・

コースがあること」ですが、近年は「教育方針・カリ

キュラムが魅力的であること」の順位が急上昇して

います。 

・情報収集のスタイル：大学選びの最初のアクショ

ンとして 84.4%が「検索」を行い、そのうち

88.4%が「大学サイト」を閲覧します。また、オー

プンキャンパスの参加経験率は 9 割を超え、進学

先のオープンキャンパス参加が志望度を大きく左

右しています。 

・価値観と内面：職業選択において「収入」や「安

定」を重視する一方で「社会や人のために役立ち

たい」という意欲も高い傾向にあります。 

3. 分科会における改善策の提案 

「収支改善の具体策」をテーマに、6 つの班に分か

れて活発な議論が行われました。 

① 収入増加（学生確保）策 
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・情報発信の強化：SNS（Instagram, 

TikTok, YouTube）を活用した「楽しさ」や「アッ

トホームな雰囲気」の発信、HP の充実、動画広

告の活用などが多くの班から提案されました。 

・ターゲットの拡大：高校生だけでなく、社会人の

学び直し（リカレント教育）や、介護分野等での

外国人留学生の受け入れ、南山高校など他校と

の連携強化が挙げられました。 

・ブランドの再定義：本学の強みである「少人数教

育」「丁寧な指導」「資格合格率の高さ」「カトリシ

ズムに基づく人間教育」を改めて明確に打ち出す

べきとの意見が一致しました。 

・利便性の向上：諫早・大村方面へのスクールバス

運行や、自家用車通学の積極的な PR などの提

案がありました。 

② 経費削減策 

・人員・組織の最適化：学科特性に応じた教員の

適正配置や、業務のスリム化、事務組織の効率

化が提案されました。 

・給与・賞与の見直し：一部の参加者からは、経

営状況に応じた賞与の抑制や、各種手当の再設

定などの踏み込んだ意見も出されました。 

 

4. 研修会の成果と今後の課題 

・満足度・理解度：事後アンケートでは、講演・分

科会ともに 8 割以上の参加者が「満足」「理解で

きた」と回答しており、詳細なデータ提示により「自

分事として捉えることができた」との回答も多数寄

せられ、全教職員が危機意識を共有する有意義

な機会となりました。 

・実行への期待：一方で、「意見を出すだけで終わ

らせず、具体的なアクションに繋げるべき」という声

も寄せられています。 

・教職協働の推進：閉会挨拶で述べられた通り、

「教職協働はコストをかけずに即実行できる改善

策」であることを再認識し、部署の垣根を越えて

取り組む姿勢が求められています。 

（文責 伊藤） 

鹿兒島純心大學ＦＤＳＤ研修記 

 言語文化情報學科 准教授 いしゐのぞむ 

 

 

 

  

 

 

 

寫眞 鹿兒島純心短期大學 唐湊校地にて 

令和七（二〇二五）年八月二十八日 

 

 

寫眞 鹿兒島純心短期大學 唐湊校舍にて 令和七

（二〇二五）年八月二十八日（向かって左から）鹿

兒島純心女子短期大學・福永總務課長、長崎純心大

學・筆者、伊藤事務局長、牧野教學支援課員   

 

 鹿兒島純心大學は、鹿兒島市内の唐湊（と

そ）町にあった短期大學をもとに發展したも

ので、平成六（西暦一九九四）年四月に川内

市（現薩摩川内市）の長年にわたる熱心な誘

致に應へ、キリスト教ヒューマニズムに基づ

く全人教育を教育理念として、鹿兒島純心女

子學園を經營母體に、公私協力型の大學とし

て開學した。 
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 唐湊といふ地名はいかにも唐船の來航地か

と思はせるもので、明治三十四年刊『日本名

勝地誌・西海道之部』（野崎左文撰）に唐湊

町の唐船説が述べられてゐるが、歴史的に確

かなのか分からない。昭和十年鹿兒島市編

『鹿兒島地誌・郷土教育資料』には唐湊の唐

船の實否は考證し難いとしてゐる。「とそ」

といふ音の地名が先にあったとすれば、海邊

の聯想から唐湊の字を宛てるといったことは

往々にして有る。 

 舊鴨池町の唐湊村から北に鹿兒島灣西岸が

縣下最繁華の中心となってゐるので、唐湊村

に純心の前身の聖名（せいめい）高等女學校

の校地が卜せられたのは地縁の自然であら

う。そして古來九州は西半が海陸の幹道であ

るから、新幹線も西側に開通し、西の薩摩川

内市が次の校地として絶好の位置を占めたの

も地縁の必然である。熊本鹿兒島の兩都會に

通じ、多くの青年が學を求めて集ひ、ますま

す發展する前景は慶ばしい。 

 このたび鹿兒島純心大學教職員全體研修會

は令和七（二〇二五）年八月二十九日、鹿兒

島純心大學で開催され、我々は伊藤事務局

長、牧野教學支援課員、及び私の計三名で出

席した。 

 會前の二十八日、まづ大學校地校舍を參觀

し、洞田副學長、中馬事務局長にご案内頂い

た。中馬先生から川内の地質についてご教示

頂き、それによれば純心大學が占める微高地

は堅固な岩盤で植物が生えにいこと、校地と

造成は薩摩川内市が行なったとの説明があっ

た。新幹線の大驛川内から至便の徒歩圏内に

無償で校地を得られたのは、財務上大いに羨

むべきことである。廣大な平地に麗しい建築

の校舍が散在し、較べれば長崎純心が約六萬

平米、鹿兒島純心が約十萬平米を占める。  

 次に鹿兒島市唐湊にある鹿兒島純心短期大

學を參觀した。中世の唐湊山城を背に丘陵の

登り口の斜面を校地が占めるため、校内で階

段を上下して複雜な囘廊を歩きつつ、重ねら

れた歴史を感得した。松下理事長、山口學

長、濱﨑副學長、村久木學園本部事務局長、

川路事務局長より校務經營、學園現況等を懇

切にご説明を頂いた。會議室から眼前に雄大

な櫻島が聳えてゐた。 

 唐湊の鹿兒島純心短期大學の圖書館には昔

からシスターが研鑽して來た古いラテン洋書

なども多く、また文豪島尾敏雄氏が教授とし

て勤務したことを紹介する説明文もあった。

島尾氏は日本文化の動力はいつも南から北に

押し寄せたとして、琉球弧の壯大な文明史論

を展開し、今なほ我々を啓發してくれる。 

 翌日、薩摩川内市の鹿兒島純心大學で令和

七（二〇二五）年度教職員全體研修會に出席

した。山口學長より令和六（二〇二四）年度

文部科學省大學認證評價の結果について説明

され、また、令和九（二〇二七）年度より情

報學部社會共創學科（定員四十名)を設置する

こと、數理・データサイエンス・ＡＩ教育プ

ログラムが文部科學省に認定されたことなど

を報告された。 

 次に新學科設置に向けた取り組みの一環と

して、日本ＩＢＭデジタルサービス株式會社

代表取締役社長中村健一氏が講演された。講

題は「企業の視點から考えるデジタル人材育

成のありたき姿～大學・社會との共創による

未來人材の育成～」であった。地域の人材が

地域で活躍の場を得ずに大都市に集中する現
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状を憂慮し、近年のデジタル技術普及により

新局面を開くため、地域ＤＸセンターを全國

展開してゐる、といったお話であった。 

 つづいて同社の九州ＤＸセンター松岡夏輝

氏が講演された。松岡氏は高校を卒業してす

ぐこの分野に飛び込み、九州支社長に拔擢さ

れた奇才である。お話を聽き、我々もこのや

うな人材を育成できれば素晴らしいと勇氣を

もらふことができた。 

 私は二十數年前に入試業務で長崎から鹿兒

島に出張したことがあった。その時はプロペ

ラ機で飛んだのであったが、今は新幹線など

で交通の利便は格段に進歩してゐる。この新

時代に地域は益々飛躍するであらう。我々も

日々前進せねばならない。 

（了） 

 

2025年度FD・SD活動報告 

■ＦＤ・SD 委員会（全 11 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学生による授業アンケート  

・前期 2025 /5/21（水）～9 /30（火） 

・後期 2025/ 11/25（火）～2 /28（土） 

■教職員による授業参観 ： 通年で実施  

■FD 研修会  

・2026/3/6（金）9:30～12:15 

・テーマ：学修者本位の教育の実現に向けて  

・講師：足立学部長  

■SD 研修会 

・2025/8/20（水）9:30～12:30 

・テーマ：高校生から選ばれる大学を目指して～長

崎純心大学の収支の健全化へ向けて～ 

・講師：伊藤事務局長 

■研究倫理・コンプライアンス研修会  

・2026 年/1/15（木）～2026/3/6（金） 

・内容：研究費の適切な管理、研究活動における

不正行為および研究公正 

・講師：松塲里弥氏（ロバスト・ジャパン株式会社）  

 

図書・雑誌の案内 

ɾ定期購読雑誌等 

・「高等教育研究」日本高等教育学科会編玉川

大学出版部発行 

・「IDE 現代の高等教育」IDE 大学協会

①2025/3/24 ②2025/4/23 

③2025/5/14 ④2025/6/4 

⑤2025/7/2 ⑥2025/9/3 

⑦2025/11/12 ⑧2025/12/3 

⑨2026/1/7 ⑩2026/2/18 

⑪2026/3/11  

 

 

 

 ɾ編集後記 

 本学の FD・SD 活動は、昨年度までは別の委員会が担当していましたが、今年度より新たに FD 

と SD の両方を担う「FD・SD 委員会」が誕生しました。それに伴い、本誌も名称を「FD・SD News  

letter」とさせていただきました。より緊密な教職協働が求められる昨今、本委員会も積極的な教職 

協働を実践していきたいと思っています。本誌も教職員の協働により発刊に至りました。今年度は新 

体制になったばかりでなかなか長期的な視点をもてずにいましたが、次年度からは、より計画的に活 

動していきたいと思います。どうぞご協力よろしくお願いします。               （田崎み） 

 


